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森しんいちは、市民の皆さまの声を大切にします。 

チラシ配布等、お手伝いしていただける方を募集しています。 
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平成２６年度 ３月定例議会 代表質問 その他の質問項目 
●地域コミュニティについて    ●行財政改革について（建築基準行政移管） 

●行財政改革について（公共施設の適正規模・適正配置・有効活用） ●平成２６年度予算概要について 

●超高齢社会に向けた取組について ●障害者福祉について     ●地域防災計画の周知について 

●市民と協力した防災対策について ●耐震化に向けた取組について ●一店逸品事業の今後の進め方について 

●商工会の組織強化について    ●放課後子ども教室と校庭解放、児童館、学童保育の関係について 

●西東京市の独自性について 
今年、平成 26 年度から第２次総合計画、第４次行財政改革大綱に基づく次の 10 年がスタートしますが、

真の地方分権を実現させるためには、国や都との関係を保ちつつ、地方自治体の権限と自主財源の充実をど

のように図っていくべきかが重要な課題であると考えます。 

現状では年間予定される行事や政策など、西東京市の事業の大半が国や都から 10 分の 10もしくは 2 分の 1

といった補助金により行なわれている事業です。市長の施政方針には、「より地域が自主自立し、独自性を

発揮できるよう取り組んでまいりたい」と記述してありますが、地方分権改革を実施していく上で問われる

地方自治体の姿勢について市長はどのように考えているか。また、国や都の補助制度に依存した事業が大半

を占める状況において西東京市の独自性をどのように示していくつもりかお尋ねいたします。 

★市長の答弁 
 地方自治体における地域の自主性、自立性が重視される時代にあって、自立し安定した自治体経営を土台

として予算や人員といった限られた行政資源を重要な施策に重点的に配分し、地域の実情に即したまちづく

りに取り組んでいく必要がある。 

地方分権を確固たるものにするためには、地方自治体の権限や仕事量に見合った自主財源の充実が不可欠

であるが、残念ながら現実にはそのような状況とはなっておらず、国や都の補助制度に依存した事業選択を

迫られる面もあることは否定できない。 

地域コミュニティ（地域の住民や団体、事業者）における共助や協働の取り組みの中から、独自の創意工

夫を積み重ね、地域の実情に合ったまちづくりを進めていくことが大切ではないかと考えている。 

   ３月第一回定例議会で丸山市長の施政方針に対して 

会派を代表して代表質問をしました 
 

平成 26年度予算 

予算総額1,120億 4,230万 6千円を可決いたしました 

平成 26 年度予算が市議会 3 月定例会において、予算委員会で慎重審議をされたのち可決いたしました。 

一般会計予算総額 698億 500 万円に特別会計を合わせた予算総額は 1,120 億 4,230 万 6 千円となりました。 

私（森しんいち）は、平成 26 年度予算書の各項目を細かくチェックし、疑問のある部分については予算委

員会において追及をして、さらに採決前には会派として総括質疑を行い、今後の検討課題をしっかりと示し

たうえで本予算に賛成をいたしました。 
 

私の所属する会派（西東京改革フォーラム）および私（森しんいち）個人は、自民党会派・公明党会派の

ように市長与党ではありませんが、常に是々非々の姿勢で基本的には丸山市政を応援しつつも市民にとって

不利益となることには真っ向から抗議ができる立場を保持しています。 

http://www.morishin.org/


 

満開の桜の下、小学校の入学式 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めての制服、中学校の入学式 
 

 

 

 

 

 

10年の時を経て、タイムカプセル開封 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

  

 

 

プロフィール 

昭和 34 年 6 月 30 日生     西原町で育ち、現在は芝久保町に在住。 

 

●学    歴              ●役    職 

育英工業高等専門学校卒         西東京商工会理事  

中央大学法学部在籍                     北芝商工友会副会長 

消防団桜花会代表幹事 

●職    歴                          西東京市吟剣詩舞道連盟常任顧問 

建設会社経営   

衆議院議員公設第一秘書          ●趣    味 

詩吟、テニス、ゴルフ、映画鑑賞、料理 

 

 

４月７日（月）西東京市内の小学校全１９校で入学式が行われました。 

私は、芝久保町にある“けやき小学校”に来賓として出席させていただきました。 

桜の木に少しだけ若葉が出てきましたが、まだまだ満開の桜の花が花吹雪きとなっ

て新一年生を出迎えていました。式典では在校生を代表して六年生の男の子が、長文

を丸暗記してノー原稿で立派に挨拶をしました。とても感動的でした。 

昨日までどこへ行くのも親と一緒だった子どもが、明日からは近所のお兄ちゃんお

姉ちゃんと一緒に学校へ通います。次世代を担う子どもたちは、西東京市にとって大

切な宝物です。子どもを育てるのは家庭や学校だけではありません。地域の見守りに

より地域全体で大切な子どもたちを安全に健やかに育てていきたいと願います。 

 

ホームページをリニューアルしました。「森しんいちホームページ」で検索してください。 

 ４月８日（火）西東京市内の中学校全９校で入学式が行われました。 

 私は、“田無第三中学校”に来賓として出席させていただきました。 

 どの子も少し大きめの制服を着て照れくさそうに入場してくる姿がと

ても印象的でした。心も体も大人へと成長する三年間です。成長そのも

のに一番戸惑うのはきっと本人たちです。大人は子どもたちと少し距離

を置いてそっと見守ってあげる時期なのかもしれません。 

 平成 16年に西東京市として初めての第 1次総合計画を策定した際、市民

の皆さんから 10年後の夢や希望を託してもらうタイムカプセルが設置され

ました。タイムカプセルには、市民の皆さんから寄せられた 2,000点以上

の写真・メッセージカード・手紙などが収められました。 

 それからちょうど 10年目となる 2014年 4月 10日午前 10時にタイムカ

プセルの開封式が田無庁舎２階ロビーで行なわれました。収められている

写真・メッセージカードなどは１カ月ほど田無庁舎のロビーに展示されま

す。また、保管されていた手紙は本人の元へ郵送されます。 

 10年前に描いた夢や希望は、叶っているでしょうか。 
 

（お知らせ） 
イオン東久留米店開設に伴い路線バスの本数が増えたことや、新青梅街道の大型家具店の配送車が新青梅街道

を横断して直進で納品所に進入するために西原自然公園通りを走行するなど、西原自然公園通りの大型車の交通

量が急激に増えたことにより、西原グリーンハイツ入口バス停付近の道路の痛みが激しくなっています。 

今回、本年度予算にこの場所の路面改良工事費が計上されたことにより、痛みの激しいバス停付近を中心とし

た一部区間を先行して 8月ごろから施工されることが決定いたしました。その後、数年かけて順次所沢街道まで

の全区間を改修する予定です。 

これまで振動や騒音でご迷惑をお掛けしていた沿道住民の皆さまへいち早くご報告申し上げます。 


